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緒 言

肺結核患者喀疾中ニー過性或ハ比較的長期 二亙

リテ結核菌以外 ノ随件細菌、例之、連鎖献球菌、

葡萄歌球菌、プァイフェル氏「インフルエンザ」菌、

肺炎墜球菌等 ノ検出セラル ・コ トアリ。而 シテ

是等 ノ随件細菌ハ軍 二無害 ノ寄生細菌 トシテ呼

吸器 二介在 セル場合 ト、何等 カノ機會二於テ人

盟 二封 スル病原性 ヲ獲得 シテ呼吸器 ノ炎症 テ誘

登 シ既存 ノ結核病竈 二悪影響 テ與 へ或ハ患者 ノ
ー般歌態 テシテ不良 二導 クガ如キ場合 アリ。

文獣 テ繕 クニ碩學Koch(1)ノ ・結核菌 ノ登見當時

ヨリ既 二肺結核患者 ノ喀疾中二出現 スル結核菌

以外 ノ細菌 二注目シ、 之 テBegleitbakterien

ト構 シ肺結核 ノ病理學的攣化二封 シテ意義アル

モ ノ ト看 倣 セ リ。 而 シ テKoch學 派 ハ 肺 結 核

ノ消 耗 熱 ハ 其 喀 疾 中 二 出 現 ス ルBegleitbak・

terien就 中 連 鎖}1犬球 菌 二 由 來 ス ル モ ノ トナ シ、

Schr6der(賜 ・肺 結 核 二 於 ケ ル ニ 次 的 混 合 感 染

ナ ル 名 樗 テ 用 ヒ テ 之 ラ詳 述 セ シ塵 ア リ。

爾 來 之 二 關 ス ル 臨 沐 的 拉 二 實 験 的 ノ研 究 報 告 ハ

枚 暴 二逞 ア ラザ ル ガ如 ク ニ シ テ 、 其 主 要 ナ ル

モ ノ テ墾 グ レ バBegleitbakterien二 關 シ テ ハ

petruschkyl3⊃,Sataω,Spengler(5,,Schr6der〔6⊃,

Fr5nkell7},K6ge1(8),Courmont(9),Cumming(10},

Kasper(11)等 ハ 連 鎖 状 球 菌 二、Maragliano(12),

Kerschensteiner(13),K6gel(8⊃,Stutzerα 勾,Aba-

kelia(15)等 ハ 葡 萄 状 球 菌 二、爾Sata⊂41,Panichi⑯,
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Rosswell-Pettit(in,Romanelli(18),Jessen(19),

Pi6ry(20),M611er(21)等 ハ肺 炎墜球菌 二封 シテ重

鮎 テ置 ケ リ。

本邦 二於 テハ加治木(22)、中村(23)、居 合(判 石 田(25)、

大 杉㈹諸 氏 ノ之 二關 スル報 告 ア リ。

又近 時Marett(2η,Reich(28),Maher(29)等 ハ肺結

核喀疾中 二分 芽菌或 ハ統歌菌等 テ検 出 シテ之 テ

報告 セ リ。

余ハ肺結核喀疾 中 二出現 スル随 件細菌 ノ種類 、

随件細菌 ト肺結核病症 トノ關係、 二次 的混合感

染 ガ肺結核経過 二及 ボス影響等 二就 テ其間 ノ滑

息ラ識 ラント欲 シ、昭和6年4月 ヨリ同8年10

月二至ル間 ノ今村 内科 二入院 セシ肺結核患者 二

就 テ臨躰的拉 二喀疾二就 テノ細菌學的検査 テ施

行 セリ。而 シテ得 タル成績 ノー部 二就 テハ既一

報告圏セシ庭 ナリ。爾昭和8年 及同10年 多季、

大阪地方 二襲來 セ シ「インフルェンザェビデミ

ー」二際 シテ肺結核患者喀疾二就テ施行 セシ細

菌學的検査 ノ成績 ・・第12同 及第14同 日本結核

病學會総會 ノ席上二於 テ報告セリ。

第一章 肺結核二於ケル混合感染

Schr6deru・Menneslllハ 肺 結核 ノニ次 的慢性

混合感染 ラ次 ノ如 クニ設明 セ リ.即 、結核菌 ト

他 ノ細菌 トガ同時 二存在 シテ肺結核 ノ慢性病慶

像 テ複雑化 シ且肺結核 ノ症候 群 二關與 スル場合

テ謂 フ ト、然 レ ドモ必 ズ シモ肺結核 ノ慢性病攣

ニ ノミ影 響 スル トハ限 ラザ ルヲ以 テ今村教授 ハ

輩 二肺結核 ノ病攣像 ヲ複雑 化 ス ト謂 フテ安當 ト

セリ。

余 ノ叙 セ ントスル腿 ノモ ノハニ次 的混合 感染 ニ

シテ是 ラ更 二急 性及慢性 ノニ型 トナス。 帥、慢

性混合感染 二封 シテinterkurrentノ モ ノテ唾

別 シ便宜上之 テ急 性混合感染 ト稔 スル コ ト・セ

リ。

混合感染 テ決 定 スル ニ就 テハ極端 ナル論者 ハ肺

結核 患者 ノ流 血中 ヨリ随 件細菌 テ検 出 シ得ベ キ

場合 ナ リ トシ、Rosswell-Pettit(1η,Abakelia(15),

Platonofu.Morosowa(32)等 ノ報 告 ア リ。又免疫

反慮 二嫁 リテ診断 セ ン トスル モノニWirths(33),

Gardi-Sivori34),Inman(35)等 ア リ。 然 レ ドモ 是

等 ハ混合感染 ノ診断 テ決定 スルニ際 シテ其判定

ノ複雑 ナル場合多 クー般 ニハ慮 用 セ ラル ・二至

ラズ シテ喀疾 ノ精 密 ナル培 養試験 二稼 ル テ普 通

トス6

斯 カル故 二余 ハ(1)同 一 患者 ノ喀 疾 二就 テ同一

細菌種 テ多撒 二且頻同培養 シ得 ルモ ノ、(2)呼

吸器或 ハ肺病竈 二於 テ「カター ル」症状 テ件 フモ

へ(3)登 熱 或 ハ「カタール」症状等 ノ混合感染

症歌 ガ喀疾中 ノ随件細菌 ノ消長 トZF衡スルモ ノ

ヲ以 テニ次的混合感染 ナリト推定セリ。

而 シテ割然 タル優別 ノ困難 ナル場合 アルモー般

二混合感,染ノ経過2週 間以内 ノモノテ以テ急性

トナシ、 ソレヨリ長期 二亙 リテ持綾 スルモノテ

慢性 ト構 スコ ト・セリ。

第 一節,槍 査材 料 拉 二槍 査方 法

検査 二供 セシ肺結核患者材料ハ全 テ今村内科二

於 ケル入院患者 ヨリ之テ選 ピ、其250例 二就 テ

3日 乃至5日 ノ間隔テ以テ喀疾 ノ連績的検査 テ

行 ヒ2箇 月以上 ノ経過 ラ逐 ヒテ細菌學的拉 二臨

躰的方面 ヨリ之 テ観察 セリ.患 者喀疾二就 テノ

細菌學的検査 テ行 フニ當 リテハ患者 テシテ生理

的食盤水或ハ10倍 過酸化水素水等 テ以 テ充分 二

含噺 セシメタル後早朝第1同 ノ喀疾 テ滅菌 「シャ
ー レ」二喀出セシメ可及的迅速 二検査 二供 セ リ。

揚合 ニヨリテハ之 テ氷室二保存 スルコトアルモ

検査 二至ル迄二5、6時 間テ出デザルテ要 ス。

即、上氣道或 ハロ腔二介在セル諸種細菌 ガ喀疾

中二混入スル コトアルハ不可避 ニシテ長時間 ノ

室温放置特 二夏季 二於テハ是等雑菌 ノ檜殖旺盛

トナリテ所謂肺疾 中ノ眞 ノ随件細菌ハ之 二因 リ

テ検出困難 トナルコ トアルベシ。

次 ニハ所謂肺疾Lungensputumノ 探取方法 ナ

リ。之二關 シテハ夙 二北里氏㈹ハ肺結核患者 ノ

喀疾 ヨリ直接 二結核菌 ノ純培養 テ得 ントシテ、

喀疾 テ被覆 セル上氣道分泌物 テ除去 センガタメ
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二滅 菌 「シャー レ」内二於 テ生理的食盤 水 テ以 テ

10同 以 上容器 テ替 エテ洗1條シ、検 スル ニ足ル肺

疾 テ得 タt;。 之自PKoch・Kitasato氏 喀 疾 洗條

法 ニ シテ其後Schr6deru.Menneslllハ 試 験管

内二於 テ北 里氏法 ト同檬 ノ操作 テ行 ヒ、6回 洗

縢 スル コ トニ依 リテ其 目的 ラ達 シ得 タ リ ト報 告

セ リ。

余 モ亦 之 二倣 ヒテ新鮮 ナル喀淡ヲ 「シャー レ」内

二於 テ白金耳 テ以 テ撒開 シ喀疲 ノ表面 テ被覆 セ

ル上氣道分泌物 ト蜀 シキ部 分 テ除去 シ、小指頭

大 ノ喀 疲片 ラ探取 シ テ滅菌 生理 的食監 水或 ハ

「ブ{ヨ ン」約10c .aテ 充 タセル 中試験管 内 二移

シ、然 几後 二之 ラ輕 ク振 盈 シテ俘游 セル喀疾片

ノ表面e洗 條 シ白 金耳 ラ以 テ洗i條淡 ラ捕 促 シテ

次 ノ試験 管 内二移 ス。斯 クシテ洗條液 ノ肉眼的

二透明 二止マル迄之 ラ繰 リ返 ヘ スニ多 クノ場合

5同 乃 至6回 ノ洗條 ニ テ其 目的 子達 シ得 ルテ以

テ之 テ肺疾 ナ リ ト看 倣 シテ検査 二供 セ リ.

斯 クシテ得 タル肺疾 ハ其 一白 金耳 ラ探 リテ血液

寒 天ZF盤 培地(家 兎血腋 ラ使用 セ リ)2枚 或 ハ ソ

レ以上 二塗抹培養 テ 行 ヒ血温43時 間後 ノ培養

成績 子判定 セ リ.術 被検喀 疾 ノー部 二就 テハ載

物 硝子撒枚 二非海 ナル塗抹標 本 ラ作製 シ室温 乾

燥 、純 「メチー ル」酒精 固定 ノ後、法 ノ如 クチー

ル ・ネール ゼ ン、 グ ラム、 ギー ムザ染 色、英膜染

色等 テ施 シデ顯微鏡 的検査 テ行 ヘ リ。而 シテ前

回 ノ培養成績 ヨ リ按 ジテ随件細菌腸性 ナ リシモ

ノニ就 テハ次 同 ヨ リ ハ 培養拉 二塗抹標 本作 製

後、残鹸 ノ喀疫 テ試 験管 内二於 テ張 ク振 温 シテ

「エムル ジオン」トナ シ其 約0 .5CAラ10-159.ノ

「マ ウス」2匹 以上 二腹腔 内接種 テ行 ヒ
、其艶死

セ シモ ノニ就 テハ直 チニ無菌 的操作 ノモ トニ胸

腔 テ開 キテ心臓 ラ露 出 シ滅菌毛細硝 子管 ニテ心

血 テ吸引 シテ之 ノ培養拉 二顯微鏡 的検査 テ行 ヘ

リ。

以 上 ノ如 クー シテ得 タル菌 株 二就 テハ純培養 テ

行 ヒタル後 、培養性状、検鏡 性状、膿 汁溶 解性、

「イヌ リン」分解性 等 テ検 シテ菌種 テ決定 セ リ。

而 シテ肺 炎饗球菌 々株 二就 テハ試験管 内凝集反

慮 二依 リテ型 別 テ行 ヒ、 尚人 工培養 ノ世代新 シ

キモ ノニ就 テ「マ ウス」ノ腹腔 内接 種 二依 ル最小

致死量(M.L.D.)ラ 測 定 セ リ。

喀疾 ノ塗抹標 本 二就 テノ、結 核菌拉 二各種 細菌 ノ

撒 量的關係 テ検 スル以外 二細胞學 的 二之 テ精 査

シ特 二肺胞 上皮 細胞 ノ出現如何 二留意 シ、尚多

角上皮 細胞 テ多数検鏡 セ シモ ノハロ腔或 ハ咽頭

二由來 スル分泌物 テ混 入 セ シモ ノ ト看 倣 シ、検

査成績 二算 入 セズ シテ再検 査 ラ行 ピタ リ.

第 二 節 槍 査 成 績

第一項 肺結核 患者喀疾 中 二出現

スル随件細菌

検査=供 セ シ肺結 核患者250例 ノ内其大部 分ハ

開放性結核 ニ シテ、之 二就 テ施行 セ シ喀疾 ノ培

養成績拉 二臨林症状 テ類別 表示 ス レバ第1表 ノ

如 シ。

之 二嫁 レバ喀疾 中 ノ随 件細菌陰性 ナ リシモ ノハ

143例(57.2%)、 陽 性 ナ リシモ 〃 、107例(42.8

%)ニ シテ其 内混合感 染症状 テ鋏除 セル モ ノハ

19例(7.6%)、 混 合感染 ナ リ ト認 メ ラル ・モ ノ

ハ88例(35.2%)ナ リ。 而 シテ急性 混合感染 ハ

32例(12.8%)一 シテ'慢性 混合感染 ハ56例(22.4

%)ナ リ。

混合感染 ノ陽性卒 ト肺結核病型 トノ關係 二就 テ

・・輕 症63例 中11例(17.4%)、 中 等症108例 中

36例(33.3%)ニ シテ重 症者 二於 テハ79例 中41
■

{列(51.9%)テ 算 セ リ.

之 二嫁 リテ按 ズル ニ混合感染 ノ陽性率 ハ概 シテ

病症重篤 二傾 クニ從 ヒテ高率 トナ リ、 且圭壇殖

型 二於 ケル ヨ リモ主滲 出型 二於 テ其頻 度多 シ。

混合感染 陽性者88例 ノ随 件細菌 々種 テ 類別 ス

ル ニ、 肺炎墜球菌 テ殆 ン ド純培 養 ノ状態 二於

テ検 出 セルモ ノ44例(50・0%)、 肺 炎墜 球菌 ト

他 ノ細 菌 ト混合 セルモ ノ7例 合計51例 ニ シテ

58.0%テ 算 シ最 モ高傘 二之 テ検 出 セ リ。爾葡萄

状球菌(黄 ・白及榿色 テ含 ム)ノ 殆 ン ド純培養 ナ

ル モ ノ16例 、他 ノ細 菌 ト混合 セルモ ノ9例 合

計25例(28・4%)、 溶 血性 連鎖 状球菌 ノ殆 ンド

純培養 ナルモ ノ4例 、 混合 セルモ ノ2例 合計6
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第1表 肺結核二於ケル混合感染

例灘 結細
核菌
菌陽
以性

砂

喀疾中随件細菌 ノ陽性ナル症例(107)

混 合感染症状 ヲ鉄
除セルモノ(19)

混 合感 染 ト認 メ ラル ・モ ノ(88)

)

1

}
数

菌陰
以性

弩

急性混合感染(32) 慢性混合感染(56)

肺
球
菌

葡
球
菌
球
菌

連 是混幽等

ノ合

i其細
他
ノ菌

肺
球
菌

葡1連
球i球
菌1菌

等
ノ合

是測其細
他
ノ菌

肺
球
菌

葡
球菌
國 是混蓄i㌔

1

共細
他
ノ菌

輕症(
63)
圭壇殖型 37 34 3

9

二 二 ニ
ー
二
一

一 一 一 一 一 1

=

一 1 一 1 一

圭滲出型 26 17 1 一 一 1 二
■
2

一 一 2 2 一 1
-

1

2

中等症
(108)
圭塘殖型」

60
-

27
-

52

32 16 1 二
2
二 1

=

・1 1-一
一 1 1 6 1 1 =

圭滲出型 33 27 1 二
1

1 1

三二
3 12

-

4

3 1 一 1

自

:

重症
(79)
圭増殖型 9 18 3 三

1

二 二
二
2

3 1 2 = 1 1 1 一

圭滲出型 18 34 三
11

= 一

⊥
13

3
-

7

2
-

2

1 1 7 1 2
-

5

3 1

計及百分率 250
143 107

4 1 1 4 6 31 9

一
7

一
4 、

19(7.6%)
32(12.8%) 56(22.4%)

157・2%障8% }88(35.2%)
註1)

)2

)3

喀疾中ノ随件細菌・・同一患者二就テ連績3同 以上毎同同一菌種 ニシテー.zF盤培地上 二30

個以上 ノ菌聚落 ヲ認メシモノヲ以テ陽性 ト看倣セ リ。而 シテ洗潅疾 ヲ以テ培養 ヲ行 フ場

合ニハ概 ジテ出現細菌ヲ殆 ソド純培養 ノ状態二於 テ検出スルヲ得タリ。

表中ノ略語 肺球菌=肺 炎些球菌

葡球菌=葡 萄状球菌

連球菌=i連 鎮状球菌'

病型分類 肺結核病型 ノ・臨肱的調査特二x線 所見二基キテ分類セ リ。荷是等 ノモノヲx線

所見上、圭培殖型及圭滲出型二大別セリ。

例(6.8%)、 緑 色連鎖[駄球菌5例(5.7%)、 フ。

イフヱル氏 「インフルエ ンザ」菌7例(8.0%)ニ

シテ其他少激例 二於 テ腸 球菌、 「カタール」性球

菌、四聯球菌、緑膿菌等 テ検 出 セ リ。

第二項 混合感染 ガ肺結核豫後 二

及 ボス影響

第2表

肺結核二於ケルニ次的混合感染ハ結核病型 ノ重

症二傾 クニ從 ヒテ頻登 スル傾向アルテ以 テ、混

合感染ガ肺結核豫後一及ボス影響 テ観ルコ ト困

難 ナルガ如キモ、混合感染陰性者 ト陽性者 トノ

肺結核脛過 テ比較スレバ第2表 二於テ示 スガ如

シo

混合感染ノ肺結核豫後二及ボス影響

＼ ＼

病 型

混合感染陰性者(143) 混合 感染陽性者(88)

＼経

1例姦響
良 不愛 不良 死亡 不明

「

＼経
例＼過
籔＼
良 不攣 不良 死亡 不明

輕 症
圭堆殖型 34 11

一_臥 」

3

7 2 913 1 1 1 一 一

圭滲出型 17 G }4 1 3}8 1 1 4 1 1

中等症
圭堆殖型 32 9

-,}

5

8!7 3}513 }
1

__

23
-一

2 5 4 21-

{「r圭滲出型 33 7i12 5 4
}=
1

一 4 12 4

ヨ
重 症
圭堆殖型 9

≡
213 4 13 一 2 5 6 一

圭滲出型 18 2 9 7
1一

28 一 3 7 18 一

計 及 百 分 奉 143
31
25.4%

2742

22.1%【34.4% 、81若%!2・188
4

4.8%

16

19.0%

33

35.7%

31

36.9%

4

即、肺結核纏過 ノ良好 ナルモ ノハ混合感染 陰性

者 二於 テハ143例 中31例(25.4%)ニ シテ陽性

者 二於 テハ88例 中4例(4.8%)ナ リ。又豫後不

良 及死亡 ・・混合感染陰性者 二於 テハ143例 中64

例(52.4%)ニ シテ陽性者 二於 テハ88例 中64例

(72.6%)テ 算 シ、死 亡者 ノミニ就 テ謂 ヘバ陰性
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者 ニアリテハ18.0%一 シテ陽性者 ニアリテハ

36.9%ノ 高傘ナリ。

検査 二供 セシ肺結核患者250例 ハ輕症者 ガ比較

的 二少撒 ナ リシガタメニ全豊 トシテノ死亡卒 ハ

高 キモ混合感染陽性者 ノ肺結核豫後ハ概 シテ不

良 二傾 クモ ノト認 メラル。

第三項 随件細菌々種 ト肺結核豫

後 トノ關係

儀 俘細菌 々種 ト肺結核豫後 トノ關係 ラ観 ルニ第

3表 二於テ示 スガ如 シ。

表二縁 レバ肺炎隻球菌ハ88例 中44例(50.0%)

一シテ最モ多撒 テ占メ且縮死亡者31例 中21例

テ算 シ、繕封撒 ヨリスレバ肺炎墜球菌 ハ結核経

過 テシテ不良 二導 クモ ノト認 メラル。

其他 ノ菌種二於 テハ其症例砂 キガタメニ結核豫

後 トノ關係 テ識 ルコト困難 ナルモ溶血性葡萄状

球菌及溶血性連鋤 犬球菌 ノニ次的混合感染 テ件

ヒシモ ノモ豫後不良ナ リ。

第3表 随件細菌菌種 ト肺結核豫後 トノ關係

『く経

菌調 良 1不

1攣

不

良

死

亡

不

明
計

肺球菌 1

-

2

-

一

一

一

16

-

9

-

3

-

4

丁

5 21

-

2

三
一

1

-

一三

31

1

-

一

一

一

一

1

-

2

44
(50.0%)

葡球菌

一

3

-

1

16
(18.8%)

連球菌
7
(7.9%)

是等ノ
混 合

一

5

一一

2

-

16

11
(12.5%)

其他ノ
細 菌 三

4

一

10
(11.4%)

計

一

33

一

4

}-

88

第 三節 肺結 核 患者 喀疾 中 二出

現 スル肺炎 墜球 菌

第一項 肺炎饗i球菌 ノ菌型

肺結核患者250例 ノ喀疾 ヨリ分離培養 セシ肺炎

墜球菌63株 二就 テ試験管内凝集反磨i二依 リテ

其型別 テ行ヘバ第4表 二示 スガ如 シ。

第4表 肺結核二於ケル肺炎墜球菌ノ菌型

齢 菌型卜
63

"回x群IIv

13
20.6% ～8駄1% /

0
0
/

Q
ソ
4⊥

9
飽

。
64

12

V VI

4i5
V司XI X皿 XVIlXXi
21'131'11

表 二嫁 リテ観 ル ニ第1型13株(20.6%)、 第 皿型

ユ8株(28.5%)、 第 皿型3株(4.7%)一 シ テx群

・・29株 、EP46.1%テ 算 シ最 モ高傘 二之 テ検 出

セ リ。

尚、x群 ノ各型 二就 テハ第IV型12株 ニ シテ最

モ多 ク、第V型 及第VI型 之 二亜 グ リ.

墜 球菌性肺 炎 二於 ケル肺 炎製i球菌 ニ ァ リテハ余

ノ得 タル成績 ヨ リス レバfixeTypen(第1、 皿

及 皿型 菌)ハ84%ニ シ テx群 ハ16%テ 算 スル ニ

過 ギザ リ シモ肺結核 二於 テハfixeTypen(本 型

菌 ト假稻 ス)比 較的 二砂 ク シテx群 テ 多激 二検

出 セ リ。

第二項 肺 炎墜球 菌 ノ菌型 ト毒力

トノ關係

是 等63株 ノ肺 炎墜 球菌 二就 テ患者 ヨ リ分離 後、

人 工培養 ノ世代 尚新 シキモ ノテ以 テ「マ ウス」二

封 スルM.L.D.テ 測 定 セ リ。即、 各型菌 株 ノ血

液 寒 天斜面培 地24時 間培 養 ヨ リ白金 耳 ラ 以 テ

菌聚落 テ掻 キ探 リ滅菌細試験 管内 二集 メテ之 テ

Torsionswageニ テ秤量 シ0.5c.c.:1.Omg.菌 量

ノ「プ ィヨン・エムル ジオ ン」トナ シ、10倍 稀葎

法 二依 リテ各種稀繹菌液 テ作製 セ リ。而 シテ各

菌液0.5c.qテ10-159.ノ 「マ ウス」各2匹 宛 ノ腹

腔 内 二接種 シ48時 間以 内 一 艶 死 セ シモ ノニ就

テ其 心血 ヨ リ培 養 テ行 ヒ、肺 炎墜球菌 陽性 ナ リ

シモ ノ・最 小菌 量 テ以 テM.L.D.ト セ リ。尚、

菌量1.Omg.ニ テ48時 間 以 内 一「マ ゥス」テ艶 死

セ シメ得ザ リシモ ノハ毒力 テ有 サ ・・ルモ ノ ト看

倣 シタ リ.

斯 クシテ得 タル成績 テ示 セバ第5表 ノ如 シ。
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第5表 肺結核二於ケル肺炎墜球菌 ノ毒力

菌 型

M.LD.

(mg、

IH皿 x群 IV V VI V皿 XIl皿

1
XVI

[

l

lm
l

10-3

10=2

111

227 2 1 3

10-1 8 6 9 5 2 11

0.523

T

3 1 1

1.0 4 1-1 1一

無 毒 2 3 6 3 1

計1318 32912 4 5 2 1

1

1一丁

11

31 1

之 二 嫁 リ テ観 ル ニ 、 第1型 菌 ニ ァ リテ ハ 「マ ゥ

ス」二封 ス ルM.L.D.ハ10-3mg.1株 、10『'mg.

8株 、 無 毒 ノ モ ノ2株 ナ リ。 第ll型 菌 ニ ア リ テ

ハ10一 うmg.1株 、10-2mg.2株 、10-'mg.6

株 鯖 ノモ ノ3傷 シテ蜘 型菌 ニアリテ・'

10-3mg.1株 、10『2mg.ノ モ ノ2株 ナ リ。 而

シテx群 ニア リテハ10-2mg.7株 、10}'mg.9

株 ニ シテ無毒 ノモ ノ6株 ナ リ。 尚x群 二属 スル

各型菌株 ノ毒 力ハ表 二於 テ観 ル ガ如 シ。

要之、肺結核 二於 ケル肺 炎塑球菌 ハ本型菌 ニア

リテハ「マウス」二封 シテ比較的 二強毒 ノ菌株 多

ク、x群 ニ ア リテハ本型菌 二比 シテ弱 毒 ノモ ノ

多 キガ如 シ。而 シテ蔓球菌性肺 炎 ヨ リ分離 セシ

肺 炎隻球菌 ノ毒力 ト比較 ス レバ肺結核 二於 ケル

モ ノハ概 シテ募身毒 ナ リ。

第三項 肺炎墜球菌 ノ菌型 ト肺結

核病型 トノ關係

是等63株 ノ肺 炎愛球菌 々型 ト肺結核病型 トノ

瀾 係 テ観 ルニ第6表 二於 テ示 スガ如 シ。

之 二豫 レバ輕症 主滲出型 二於 テハ5例 中本型菌

ハ3例 ニ シテx群 ハ2例 ナ リ
。

中等症 二於 テハ主増殖型9例 中木型菌2例 、x

第6表 肺炎墜球菌 ノ菌型 ト肺結核

病型 トノ關係

輕 症
(5)

中等症
(23)

重 症
(35)

圭培殖型

圭滲出型

圭培殖型

圭滲出型

圭塘殖型

圭滲出型
1き
口

例

O

T
9

一
14

13

万

奮

菌 型

1

¶
⊥

一
噌
⊥

皿

2

1

2一 ポ

了 7
7
0

001

只
U

OO1

皿lx

丁

9
圏
一
〇
σ

7

T
んり

一
9

』

29

群7例Aシ テ滲 出型14例 中本型菌8例 、x群6

例 ナ リ。而 シテ重症 二於 テ ハ 圭檜殖型13例 中

本型 猷i4例 、X群9例 一シテ圭滲 出型22例 中本

型菌 ハ17例 ニ シテx群 ハ5例 ナ リ。

要之、本型菌 ハ主滲 出型 二於 テ多数 二検 出 セ ラ

レ、x群 各型菌 ハ概 シテ圭増 殖型 二於 テ厘 く検

出 セ ラル ・傾向 アルモ ノ ・如 シ。

而 シテ第 皿型 菌 ノ分離 セ ラレシ3例 ハ乾酪 性肺

炎患者 二於 ケル慢 性混合感染例 ニ シテ何 レモ死

ノ車專錦 テ トリシモ ノナ リ。

第二章 喀血患者二於ケル混合感染

肺 結核患者 二於 テ喀 血後屡 ≧吸引性肺炎症状 テ

.呈シ、之 二因 リテ肺結核 病攣 ノ進 展 テ來 タスコ

トアルハー般 二承認 セ ラル ・塵 ナ リ。

・Sternberg(37)ハ 喀 血後数 日テ経 テ高熱 テ件 ヒ、

之 ガ持績 スル場合 ニハ吸引性 肺炎 ノ登 生 テ疑 フ

ベ キ ー シ テ斯 カ ル 際 ニ ハ急 性 ノ重 篤 ナ ル 経 過 テ

トル コ ト多 シ トセ リ。

喀 血 後 ノ吸 引 性 肺 炎 ノ成 因 二 關 シ テ ハCumm-

ing(38)ハ 連 鎖 状 球 菌 二 、Krasujanskij(39),Finkel-

Kerpovskj㈹,Verdina(4i)等 ハ肺 炎 墜 球 菌 ノニ



120 小野=肺 炎墾球菌二關スル知見補遣 【第15巻

次的混合感染二封 シテ重大 ナル意義 テ認メタ

リ^

山上42ハ 今村 内科 二於 ケル多数例 ノ喀血患者 二

就テ臨沐統計テ示 シ且吸引性肺炎ノ際 ノ混合感

染 ニアリテハ肺炎墜球菌 ガ重大ナル意義 テ有 ス

ル コトテ實験的 二詮明セリ。

第 一・節 槍 査材 料拉 二槍査 方 法

余ハ今村内科 二於 ケル昭和6年 以降 ノ肺結核入

院患者 中ヨリ喀血患者120例 テ選 ピ、喀血後 ノ

喀疾 二就テ第一章、第一節 二於 テ記述セシ術式

二從 ヒテ逐 日培養試験 テ行 ヒ喀疾中二出現 スル

随件細菌 ノ種類 ト喀血後 ノ臨 沐症状拉 二経過等

二就 テ観察 セリ。

第 二節 検査 成績

第一項 喀血患者喀疲中二出現

スル随件細菌

喀血患者120例 二就 テ施行セシ喀疾 ノ培養成績

及肺結核病型蛇 二喀血液 ノ禮温 トノ關係ハ第7

表二於テ示 スガ如 シ。

之二檬 レバ培養上結核菌以外 ノ随件細菌陰性ナ

リシモ ノハ120例 中37例(30.8%)ニ シテ、混合

感染 テ件 ヒシモ ノハ83例 即69.2%ノ 高率ナ

リ。而 シテ混合感染陽性者ハ輕症18例 中12例

(66.7%)、 中等症53例 中35例(66.1%)、 重症

49例 中36例173・5%)一 シテ中等症及重症 二於

テハ膣温 ノ上昇 トZF衡シテ随件細菌 ノ検出傘 テ

増加 セリ。

是等 ノ随件細菌 テ類別スレバ肺炎墜球菌最 モ多

藪 ニ シテ殆 ンド純培養 ノ状態 二於テ之 テ検出セ

シバ83例 中61例 即73.5%ノ 高傘 テ示 シ、葡萄

HJk球菌7・3%、 連鎖状球菌8.4%、 是等 ノ細菌

ノ混合セルモ ノ3.7%ナ リ。爾其他少撒例 二於

テ7翌 を.7。ル氏「インフルエ ンザ」菌、四聯球菌

第8表

第7表 喀血患者二於ケル混合感染

病

型

盟

温

例

数

結ノ
核細
菌菌
以陰
外性

結 ノ
核細
菌菌
以陽
外性

混合感染(83)

肺
球
菌

葡
球菌
連
球
菌

是混
等
ノ合

其細
他
ノ菌

輕

症

(18)

一

墾塾1 7L生 312-1-
_1____

2-}一一
3111-

___1_

21

2- ,

二 1

高熱3_1
無熱8

鶴LjL[9
軽塾16匡

一ガ1

-

4
-

3

一 =

二 二
0 二

中
等
症

(53)

重

症

(49)

一
5

一
3

_三 二,_Lニ ー

1[一 二1

微熱7一
輕熱24

麹1

4 31 2 1-=一== 一

昏

嵩薫「π 「5
-1-1

6

7L生
「

1
一一

3

____「___

3i2、 一

18114-12

了「1一百 一τ=
[

一12

了iT

τ
____1

「

量白三微熱161
1

3一

禰1一了6 !鉗11ili
一 「ヨ ー1

1高熱20 5 15 '102ilI
÷1

1
i

書分峯!2・131三81

37 83 611617
61彦r7115髪2

;隻4

一
6

3,717.2

%%

註 病 型 分 類 及 略 語 ハ第1表 二準 ズ

膣 温 無 熱=37。C以 下

微 熱=37.1-37.5。C

輕 熱F37.6--38。C

高 熱=38.1。C以 上

等 テ検出セリ。

第二項 喀血後 ノ混合感染 ガ肺結

核豫後 一及ボス影響

喀血後 ノニ次的混合感染ガ肺結核経過 二封 シテ

如何ナル影響 テ及ボスカニ就 テハ第8表 二於テ

示 ス如 クーシテ、混合感染陽性者 ノ多数例ハ肺

結核 ノ病型中等症及重症ナ リシコ ト・陰性者 ノ

少撒ナ リシガタメニ此雨者 テ比較 スルコト困難

ナルモ、混合感染陰性者 二於 テ豫後良 ナルモノ

ハ37.1%、 陽性者ニアリテハ15.9%ニ シテ喀

血後 ノ混合感染 ハ概 シテ肺結核縄過 二封 シテ悪

影響 テ及ボスモノト認 メラル。

喀血後ノ混合感染 ト肺結核豫後

＼、＼
＼ 例

病 ＼ 倣
型 ＼

随 件 細 菌 陰 性(37)混 合 感 染(83)

＼紅
例＼過
轍＼

＼経
良 不攣 不良 死亡 不明例＼過籔＼ 良 不墾 不良 死亡 不明

11

餐18非膿 鷲 ÷ 臼11=-1一 に一1 ll引 ÷1=li
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中等症

(53)

圭増殖型 24 11 6 3 1 1 一 13

曹一

3

▼}『}『

6 3 1 一

圭滲出型 29 7
-一 一

2

2 1 1
一 専一 　

1

2 1 22 5
L
。)

4 6 一 一

重 症
(49)

圭増殖型 21 一 一 一 1
---

4

一 19
_二 二
_冒

6 7 1

圭滲出型 28 11 一 一

ポ

14.3%

6 1
-一憂

17 2
_一 　

6 9 一

計 及 百 分 率 120
37

30.8%

一 曽

13

37.1%

一

9

35.79。

8

22.9%

83

69.2・ 。i15.9・ ク

一

13 24221

29.3つ,i26.8%

一

23

28,Og6

1

1

第 三 節 喀血 患者 喀淡 中 二出現 喀血患者喀疾 ヨリ分離培養 セシ肺炎墜球菌61

スル肺炎 讐 球菌 株 二就 テ試験管内凝集反慮 二稼 リテ型別テ行 ヒ

第一項 肺炎隻球菌 ノ菌型 タル成績 テ示 セバ第9表 ノ如 シ。

第9表 喀血患Xi喀褒二於ケル肺炎墜球菌ノ菌型
-菌型

菌株敬

1∬ 皿 x群IV V VI VH X XIV

置

XV皿XV皿

一 一 一 一 一

XX皿

一 一　 }

61
δ311116141

26・2%22・9司5・ ・8%

7 521 1 1
　

2i1

;

即、第1型16株(26.2%)、 第 皿型14株{22・9

%)ニ シテ第 皿型 ハ 検出 スル テ得 ザ リキ。 爾x

群 ハ31株 ニ シテ50.8%テ 算 シ最 モ高率 二之 テ

検 出 シ、其各型 二就 テハ第IV型11株 ニ シテ第

V型 及第VI型 之 二亜 グ。而 シテ墜球菌性 肺炎 ヨ

リ分離培養 セシ肺 炎蔓球菌 ノ菌型 ハ余 ノ得 タル

成績 ヨ リス レバ本型菌 テ多撒 二検 出 セシモ、喀

血患者 二於 テハ肺結核患者 二於 ケル肺 炎墜球 菌

第10表

ト同様 二本型菌 ハ比較 的 二砂 クシテx群 テ高傘

二検 出 セ リ。

第 二項 肺 炎蔓球菌 ノ菌 型 ト毒 力

トノ關係

是等61株 ノ肺 炎製i球菌 二就 テ、第一章、第三節

二於 テ叙 セシガ如 クニ シテ「マ ウス」二封 スル其

毒力 テ検 セ シニ第10表 二於 テ示 ス ガ如 キ成績

テ得 タ リ。

喀血患者二於ケ,レ肺炎墜球菌ノ毒力

菌 型

M.L.D2 ＼
(mg.)
10-q

1 皿 皿

1

10-3

10--2

10-1

0.5

1.0

2

5

5

無 毒iT

1

3

1一

4

1

4

x群

評「16

1

1

2

[
イ

4

6

}11

IV

14

-

一
噌
ユ

2

031

3

[
4

一
-

[

ー
ユ

V

3

-

り
～

¶
■

一
7

8

VI V皿XXIVXVH

1

2

9
～

一5

1

1i
-'L-""'1「i

2 1

11

1i1

XV皿

1

1

2

XX皿

一 「

1

即 、第f型 菌 ニ ア リ テ ハ10-→mg.1株 、10→ ～mg

2株 、10崩2mg.5株 、0.5mg.5株 ニ シ テ 無 毒

ノモ ノ3株 ナ リ。

第 皿型 菌 ニ ア リ テ ハ10-3mg.1株 、10-2mg.3

株 、10-1mg.4株,0.5mg.1株 、1.Omg.4

株 ニ シ テ無 毒 ノモ ノ1株 ナ リ。 而 シ テx群 ニ ア

リ テ ハ10-・gmg.1株 、10『2mg.2株 、10『'mg.

7株 、 其他弱毒 ノモ ノ10株 及無毒 ノモ ノ11株

ナ リ。 爾x群 ノ各型 二就 テハ表 二於 テ示 スガ如

シ 。

要之、喀血患者 二於 ケ2レ肺 炎墜球菌 ハ第1型 及

第 皿型 菌 ニ ア リテハ「マ ウス」二封 シテ張毒 ナル

菌 株多 ク、x群 ニ ア リテハ是等本型菌 二比 シテ

弱毒及無毒 ノ菌株多 シ。
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而 シテ喀血患者 二於ケル肺炎隻球菌ハ隻球菌性

肺炎 ヨリ分離培養 セシ菌株 ノ「マウス」二封 スル

毒力 ト比較スレバー般 二弱毒ナルモ、肺結核患

者 ヨリ分離セシ菌株 二比 スレバ強毒 ナルモ ノ多

シ。

第三項 肺 炎繋球菌 ノ菌型 ト結 核

病型 トノ關係

肺炎墜球菌 ノ菌型 ト肺結核病型拉 二喀血後 ノ膿

温 トノ關係 テ観 ル ニ第11表 二於 テ示 スガ如 シ。

本表 二縁 リテ按 ズ ルニ輕 症者 二於 テハ本型菌 ハ

9例 中2例 ニ シテx群 ハ7例 テ占 メ、登熱 トハ

無關係 二之 テ検 出 セ リ。

中等症 二於 テハ本型菌 ハ26例 中17例 ニ シテx

群 ハ9例 ナ リ。 且本型 菌 ハ輕熱及高熱 テ件 フモ

ノニ於 テ多数 二之 テ検出 セ リ。

爾重症者 二於 テノ・本型菌 ハ26例 中13例 ニ シテ

叢熱 ラ件 フモ ノニ多 ク之 ラ認 メ、x群 テ検 出 セ

シ13{列 ニ ア リテハ考斐熱 トノ關係勘 キガ如 シ。

要之、 第1型 及第 皿型菌 ハ中等症及重症者 二於

テ登熱 テ件 ヘルモ ノニ多 ク検 出 セラル ・傾 向 ア

第11表 肺炎些球菌 ノ菌型b喀 血患者

ノ病型 トノ關係

型菌

皿

二 11

一

2

3一
-

2

一

4

3

3

1

4

5

31

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

d411

嚇1ー一
皿

了
一一

一

一

一

一

一

5

23l
l
i
-l
ll

一

2

1

ー一
-

二

一

一1
1

一

2

5

1
一　

3

一二
4ト

3ーー

16

葬

…

1

-

例

数

1
2一
3一
2一
2一
2

亘
8一
4一
-

u

亙
α

温燈

}「ー1-lーレー一

病

一

熱

熱

熱

熱

熱

一

無

薇

輕

高

ー
,

」,

,.熱

熱

熱

ー

「 `

…

ー
--

1

熱無微輕

高熱

計

ノ

型
㎜

輕

症

⑲

中
等

薦

重

症

㈹

リ。而 シテx群 各型菌ハ輕症者二於テモ亦比較

的多数 二之 テ認 メ、本型菌 ト比較 シテ概 シテ登

熱 トノ關係甚少キガ如 シ。

第三章 総括虹二摘要

総 括

肺結核患者250例 二就 テ3日 乃 至5日 ノ間隔 ラ

以 テ逐 日喀疾 ノ培 養試 験 ラ行 ヒ、其培養 成績 拉

二臨躰症状 二基 キテニ次 的混合感染 ト認 メ ラル

ルモ ノ88を 列(35.2%1)eそ 号タ リ^

而 シテ混 合感染陽性者 ハ輕症63例 中11例(17.

4%)、 中 等症108例 中36例`33.3%)、 重 症79

例 中41例(51.9%)ニ シテ肺結 核病型 ノ重篤 二

傾 クニ從 ヒテ増加 シ且一け曾殖型 二於 ケル ヨ リモ

仁滲出型 二於 テ其頻 度 多シ。

混 合感染陽性者88例 ノ随件細 菌 々種 ラ類 別 ス

ルニ肺炎嬰球菌 テ殆 ン ド純 培養 ノ状態 二於 テ検

出 セシモ ノハ44例(50・O%)一 シテ、 肺炎隻球

菌 ト其他 ノ細菌 ノ混合 セルモ ノ7例 テ之 二加 フ

レバ51例 トナ リテ58.0%ラ 算 シ最 モ 高率 ナ

リ.其 他葡萄 状球菌28.4%、 溶 血性 連鎖 月犬球菌

6.8%、 緑 色連鎖 状球 菌5.7%、 プ,イ フ、ル氏

「イ ンフルエ ンザ」菌8 .0%及 少撒例 ノ腸球菌、

「カター ル」性球 菌
、4聯 球菌、緑 膿菌 等 テ検 出

セ リ。

二次 的混合感 染 ノ肺結核経過 二及 ボス影響 二就

テハ混 合感染陰性者 二於 テハ豫後良 ナルモ ノハ

25.4%、 死 ハ18.0%ニ シテ陽性者 二於 テハ豫

後 良 ナルモ ノハ4.8%、 死 ハ36.9%ナ リ。即、

混合感染 ハ肺結核経過 二封 シテ悪=影響 テ及 ボス

モ ノト認 メ ラル。

随 件細菌 々種 ト肺 結核豫後 トノ關係 二就 テハ肺

炎墜球菌 ガ混合 感染 二關 與 セシ場合 二於 テハ豫

後不良及死 亡 ノモノ多 シ。 其他例数 妙 キモ溶血

性葡萄状球菌及溶 π皿性連鎖状球菌 ガニ次 的混合

感染 テ惹起 セ シ場合 二於 テモ豫後不良 ナ リ。

肺結核患者喀疾 ヨ リ分離培養 セ シ肺 炎隻球菌

63株 二就 テ其 生物 學的性状 テ検 セ シニ、菌型 二

於 テハ第1型2(D・6%、 第 皿型28.5%、 第 皿型



第2號 】 小野=肺 炎堕球菌二關スル知見補逡 123

4.7%一 シ テx群 ハ最 モ高卒 三之 テ検 出 シ46.1

%テ 算 セ リ。尚x群 ノ各型 二就 テハ第IV型 菌

最 モ多 ク第V型 及第Vf型 菌 之 二亜 ゲ リ。而 シテ

本菌 ノ「マ ウス:・=封 スル毒力 テ検 セ シー本型菌

二於 テハx群 二比 シテ彊毒 ナ リ。

肺結核患者 二於 ケル肺炎愛球菌 ノ菌 型 ト肺結核

病型 トノ關係 テ観,レ ニ本型菌 ニア リテハ主滲 出

型 二於 テ多 ク之 テ検 出 シ、x群 ハ概 シテ主檜殖

型 二於 テ多撒 二検 出 セ ラル。而 シテ第 皿型 菌 テ

検 出 セ シ3例 ハ乾酪性肺 炎 二於 ケルニ次 的慢 性

混合感染 ニシテ何 レモ死 ノ轄飾 号 トリシモ ノナ

リ。

喀血患者120例 ノ喀血後 ノ喀疾 二就 テ3日 乃至

5日 ノ間隔 テ以 テ逐 日培養試験 テ行 ヒ、其培養

成績拉 二臨休症歌 二基 キテ混合感染 ト認 メラレ

シモ ノハ83例 ニシテ69.2%ラ 算 セ リ。而 シテ

混合感染 陽性者 ハ輕症18例 中12例(66.7%)、

中等症53例 中35例(66.1%)、 重 症49例 中36

例(73.5%)ニ シテ中等症及重症 二於 テハ膿 温 ノ

上昇 ト李衡 シテ随件細菌 ノ検 出卒 テ増加 セ リ。

混合感染陽性者83例 ノ随 件細菌々種 テ 類 別 ス

レバ肺炎隻球菌 ハ73.5%ニ シテ殆 ン ド純培養

ノ状態 二於 テ 之 ラ検 出 セ リ
。其他葡萄状球菌

7.3%、 連 鎖 状球菌8.4%、 是 等 ノ細菌 ノ混合

セル モ ノ3.7%及 少 嶽例 ノZ1⊥7三 惣氏 「4ン

フルエ ンザ」菌、4聯 球菌等 テ検 出 セ リ。

喀血後 二於 ケルニ次 的混合感 染 ノ肺結核纒過 二

及 ボス影響 二就 テハ混合感染陰性者 ノ豫後 良 ナ

ルモ ノハ37.1%、 陽 性者 二於 テハ15.9%ニ シ

テ喀 血後 ノ混合感染 ハ肺結核繹過 二封 シテ悪影

響 ラ及 ボスモ ノ ト認 メラル。

喀 血患者喀庚 ヨ リ分離培養 セ シ肺 炎墜球菌61

株 ノ型別 テ行 ヘバ 第1型26.2%、 第fi型22.9

%ニ シテ第 皿型菌 ハ之 テ検出 シ得 ザ リキ。而 シ

テx群 ハ最 モ高卒 二之 テ検 出 シ50.8%ラ 算 セ

リ。尚x群 ノ各型 二就 テハ第IV型 菌最 モ 多 ク

第V型 及 第VI型 菌 之 二亜 ゲ リ。

是等肺炎鍵球菌 ノ「マ ウス1二 封 ス・レ毒 力 ラ検 セ

シニ本型菌 ハx群 二比 シテ強毒 ナ リ。

喀血患者 二於 ケル肺炎隻球菌 ノ菌型 ト肺結核病

型拉 二喀血後 ノ禮温 トノ關係テ観 ルニ、第1型

及第 皿型菌ハ中等症及重症者 二於 テ巖熱 テ件ヘ

ルモノニ多 ク検出セラル。

而 シテx群 ハ輕症者 一=於テモ亦比較的多数二之

テ検出 シ、登熱 トノ關係砂 シ。

隻球菌性肺炎、肺結核拉 二喀血患者 ノ喀疾 ヨリ

分離培養 セシ肺炎墜球菌 ノ菌型 テ比較表示 スレ

バ第12表 ノ如 シ。

第12表 肺炎些球菌ノ菌型

材料別

鯉
1
∬

皿}}

十喜
両

一聾
一
X

x群 菌型

IV

讐 球菌性
肺炎患者

7348.7タ613

4530.Og。

85.3%

1㈱ 患者i喀朧
120・6%

1626.2%

1828.5%1422.9%

34.7%0

2416.0%

051

9

V

ー
ム
一
冒皿

一
m皿

冒
▼

一
V

一
冒▼

2946.1%

36

2

112

_._-1

4

35
　 　　　 　　コロ 　　 ロ　 　 　 　　

2

IX2

1!(一_11

XI}-

X皿2

3150.8%

16

11

7

5

2

一一ニ ー一 十 ∠L-_

L-.一 一

3

響 一…一二一 ■
1

XVI

XVIl

一 留 陪 一一
ロ　 　 　　

XX皿 一

計 24

一÷ 一一一卜了 …

1

29

2

1

31

即、肺 炎患者 二於 ケル肺 炎愛球菌 ハ第1型 及第

皿型 菌最 モ高卒 二検 出セ ラv、x群 ハ比較的 二

少撒 ナルモ肺結核拉 二喀血患者 二於 ケル本菌 ニ

アリテハx群 ノ検 出率大 ナ リ.而 シテ何 レノ場

合 二於 テモCooper等 圏 ノ分類 二基 ク第V皿 型

ハ之 テ検 出 スル テ得 ザ リキ
。

更 二是等 肺炎隻 球菌 ノ「マ ウス,二 封 スル毒 力 ラ

比較表示 ス レバ第13表 ノ如 シ。
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第13表 肺炎讐球菌 ノ毒力

湛
(mg.)

10・'-r.

讐球菌性肺炎患者

1

10--4

10-:1

10-:

10=「

0.5

皿

2「 …

著こ巨=

1・o

　

皿ix群

一『ゴ

3-rB-
-f乙 「

13-
_一_一_」_.

21↓

312

無 毒

†一ヨ闘

　 コ　　 コ　 ヘ ロ

1

41
'一ラガ ー「 盈『

4
_____1___

1

1

ニ

ー

一

一

一

一

}2

3

㎝5

虹

3

}

}

【

　

　

一

　

8-1÷

肺 結 核 患 者

1 ll 皿 x群

一1--

1

喀 血 患 者

1

下
'

2'

2

13

1 H

41

{
9
～

6

3

3

!÷

2

3

1
　り 　　　

2

5

一

7

す 一

51-3

4

6

29

"一 §一

16

一

1一

皿

一}ト

1

4

÷ 卜T

x群

「「
下
了
τ
6

11

T

即、喀 血患者 二於 ケル肺 炎製i球菌 ノ「マ ウス」二

封 スル毒 力ハ肺炎患者 二於 ケル本 菌 二比 シテ弱

毒 ナル モ肺結核 患者 二於 ケル本菌 ト比較 ス レバ

強毒 ナ リ。

以上 ノ實験 ヨリシテ混合感染菌 ノ絡 テガ臨躰的

病憂際 テ複雑 化 セ リ ト謂 フ能 ハザルモ相常大 ナ

ル影響 テ與 フルモ ノ ト考 へ得 ベ シ。

爾況合感染菌 ガ病理解剖 學的 二病攣 像 テ如何 二

複雑 化 スル カバ興 味 アル問題 ナルモ人龍 二於 テ

未 ダ之 テ確讃 スル能 ハ ズ。 然 レ ドモ山上「瓶 西

村等(`1"5)ノ實 験的研究及 日置(16',1喀疾 ノ細胞學 的

研 究等 二稼 リテ槻 ル モ混合感染 二際 シテハ解剖

學 的所 見 二封 シテモ亦何等 カ ノ影響 テ與 フル モ

ノナ リ ト考 へ得 ベ ク、混合感染 ガ肺結核 ノ豫後

及治療 二封 シテ嗜 示 ラ與 フル事 テ留意 スベ キナ

リ。

余支ヒノ事 項 テ摘 要 ス レバ次 ノ如 シ。

摘 要

1.・ 肺結 核患者250例 中喀疾 ノ・培 養成績 ヨ リ

シテニ次 的混合感染 アリ ト認 ムルモ ノハ88例

(35.2%)ナ リn而 シテ混合感染 ハ肺結核 病型 ノ

重 篤 二傾 クニ從 ヒテ増加 シ且増励 型 二於 ケル ヨ

リモ滲 出型 二於 テ其 頻度多 シ。

2・ 肺結核 工於 ケルニ次的混合感 染 二關與 セル

随 作細 菌 ノ・仁要 ナルモ ノハ 肺 炎愛 球菌 一 シ テ

58.0%テ 算 セリ。

3.肺 結 核患者 二於 ケル肺 炎墜 球菌 ノ菌型 ハ第

1型20.6%、 第 皿型28.5%、 第 皿型4.7%ニ

シテx群 ハ46.1%ナ リ。而 シテ本菌 ノ「マ ウス」

二封 スル毒 力 ハ本型菌 二於 テハx群 二比 シテ強
●

毒 ナ リ。

4.肺 結核 患者 二於 ケル肺 炎饗球菌 ノ菌型 ト肺

結核病型 トノ關係 ハfixeTypen(木 型 菌〉ニア

リテハ滲 出型 二多 ク、x群 ハ概 シテ檜殖型 二於

テ多撒 二検 出 セ ラル。

5.喀 血患 者120例 中喀 血後 二於 テニ次的混合

感染 テ件 ヒシモ ノハ83例(69.2%)ナ リ。而 シテ

混合感染 ノ頻度 ハ肺結核 病型 ノ重篤 二傾 クニ從

ヒテ檜 加 シ且髄温 ノ上昇 ト準衡 ス。

6.喀 血患者 二於 ケルニ次 的混合感染 二關與 セ

ル随 件細菌 ノ主要 ナルモ ノハ肺炎愛球菌 ニ シテ

73.59/oテ 算ニセリ。

7.喀 血患者 二於 ケル 肺 炎墜 球菌 ノ菌型 ハ第1

型26.2%、 第 ∬型22.9%、 第 皿型零 ニ シテx

群 ハ50・8%ナ リ。市 シテ本菌 ノ 「マウス」二封

スル毒力 ハ木型菌 二於 テハx群 一比 シテ強毒 ナ

リ。

8・ 竪球菌性肺炎、肺結核拉 二喀 血患者 ノ喀庚

ヨリ分離培 養 セ シ肺 炎塑球菌 ノ菌 型 テ比較 ズル

ニ肺7・〈患者 二於 ケル木菌 ハ第1型 及第H型 最 モ
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高傘 二検出セラレx群 ハ比較的 二少数 ナルモ、

肺結核拉 二喀血患者二於 テハ之 二反 シテx群 ノ

検出率大ナリ。

9.是 等肺炎墜球菌 ノ「マウス」二封 スル毒力 テ

比較 スルニ、喀血患者二於ケル本菌 ノ毒力ハ肺

炎患者 二於 ケル本菌二比 シテ弱毒ナルモ肺結核

患者 二於 ケル本菌 ト比較 スレバ張毒ナ リ.

10.混 合感染 二關與 セリト認 ムル肺炎墜球菌

ハ其菌型、 「マウス」二封 スル毒力及他方臨躰的

關係 ヨリ観テ肺結核 ノ維過 二封 シテ相當注意ス

ベキ影響 アリト認 ム。

稿 テ終 ルニ臨 ミ終始懇篤 ナル御指導テ辱 フシ且

御校閲 ノ勢テ賜 パ リ.タル今村教授 二封 シテ満腔

ノ謝意 テ表 ス。
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